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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 5月 24日 (2005.5.24)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 排 煙 脱 硝 装 置 の 脱 硝 触 媒 の 再 生 方 法 に お い て 、 実 質 的 に 塩 素 及 び 洗 浄 成 分 を 含 有 し な い
で 常 温 の 再 生 水 の 中 に 浸 漬 し た 後 、 取 り 出 し て 水 を 切 る

こ と を 特 徴 と す る 脱 硝 触 媒 再 生 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 脱 硝 触 媒 の 再 生 水 の 中 へ の 浸 漬 を 発 泡 が 終 了 す る ま で

こ と を 特 徴 と す る 脱 硝 触 媒 再 生 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に お い て 、 前 記 脱 硝 触 媒 を 再 生 水 の 中 か ら 取 り 出 し た 後 、 水 洗 す る こ と
を 特 徴 と す る 脱 硝 触 媒 再 生 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　

【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ の 何 れ か に お い て 、 前 記 脱 硝 触 媒 を 浸 漬 す る 再 生 水 を 複 数 回 繰 り
返 し 使 用 こ と を 特 徴 と す る 脱 硝 触 媒 再 生 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ の 何 れ か に お い て 、 再 生 し た 脱 硝 触 媒 を 乾 燥 す る こ と な く 前 記 排 煙 脱 硝 装
置 に セ ッ ト す る こ と を 特 徴 と す る 脱 硝 触 媒 再 生 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ ～ の 何 れ か に お い て 、 再 生 し た 脱 硝 触 媒 の 触 媒 性 能 を 確 認 し た 後 、 前 記 排 煙
脱 硝 装 置 に セ ッ ト す る こ と を 特 徴 と す る 脱 硝 触 媒 再 生 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ ～ の 何 れ か に お い て 、 再 生 し た 脱 硝 触 媒 を 、 排 ガ ス の 送 通 方 向 が 逆 転 す る よ
う に 逆 向 き に し て 前 記 排 煙 脱 硝 装 置 に セ ッ ト す る こ と を 特 徴 と す る 脱 硝 触 媒 再 生 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

再 生 工 程 と 、 前 記 再 生 工 程 で 使 用
し た 再 生 水 を 、 重 金 属 処 理 工 程 を 経 る こ と な く 通 常 の 廃 水 処 理 設 備 で 処 理 す る 処 理 工 程 と
を 具 備 す る

行 っ た 後
取 り 出 す

請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に お い て 、 前 記 再 生 工 程 で 使 用 さ れ た 再 生 水 を 、 そ の ま ま 複 数 回
他 の 脱 硝 触 媒 の 再 生 工 程 で 繰 り 返 し 使 用 し た 後 、 前 記 処 理 工 程 で 処 理 す る こ と を 特 徴 と す
る 脱 硝 触 媒 再 生 方 法 。

４ そ の ま ま
し た 後 、 前 記 処 理 工 程 で 処 理 す る
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 か か る 本 発 明 の 第 １ の 態 様 は 、 排 煙 脱 硝 装 置 の 脱 硝 触 媒 の 再 生 方 法 に お い て 、 実 質 的 に
塩 素 及 び 洗 浄 成 分 を 含 有 し な い で 常 温 の 再 生 水 の 中 に 浸 漬 し た 後 、 取 り 出 し て 水 を 切 る

こ と を 特 徴 と す る 脱 硝 触 媒 再 生 方 法 に あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 態 様 は 、 第 １ の 態 様 に お い て 、 前 記 脱 硝 触 媒 の 再 生 水 の 中 へ の 浸 漬 を 発
泡 が 終 了 す る ま で こ と を 特 徴 と す る 脱 硝 触 媒 再 生 方 法 に あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 態 様 は 、 第 １ ～ ３ の 何 れ か の 態 様 に お い て 、 前 記

こ と を 特 徴 と す る 脱 硝 触 媒 再 生 方 法 に あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 か か る 第 ４ の 態 様 で は 、 脱 硝 触 媒 を 再 生 す る た め 水 を 繰 り
返 し 使 用 す る こ と に よ り 、 水 の 節 約 及 び 余 分 な 廃 液 を 低 減 す る こ と が で き る 。

【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 第 の 態 様 は 、 第 １ ～ の 何 れ か の 態 様 に お い て 、 再 生 し た 脱 硝 触 媒 を 乾 燥 す
る こ と な く 前 記 排 煙 脱 硝 装 置 に セ ッ ト す る こ と を 特 徴 と す る 脱 硝 触 媒 再 生 方 法 に あ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
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再
生 工 程 と 、 前 記 再 生 工 程 で 使 用 し た 再 生 水 を 、 重 金 属 処 理 工 程 を 経 る こ と な く 通 常 の 廃 水
処 理 設 備 で 処 理 す る 処 理 工 程 と を 具 備 す る

行 っ た 後 取 り 出 す

再 生 工 程 で 使 用 さ れ た
再 生 水 を 、 そ の ま ま 複 数 回 他 の 脱 硝 触 媒 の 再 生 工 程 で 繰 り 返 し 使 用 し た 後 、 前 記 処 理 工 程
で 処 理 す る

、 再 生 工 程 で 使 用 さ れ た 再 生

　 本 発 明 の 第 ５ の 態 様 は 、 第 １ ～ ４ の 何 れ か の 態 様 に お い て 、 前 記 脱 硝 触 媒 を 浸 漬 す る 再
生 水 を そ の ま ま 複 数 回 繰 り 返 し 使 用 し た 後 、 前 記 処 理 工 程 で 処 理 す る こ と を 特 徴 と す る 脱
硝 触 媒 再 生 方 法 に あ る 。
　 か か る 第 ５ の 態 様 で は 、 脱 硝 触 媒 を 再 生 す る た め 、 脱 硝 触 媒 を 浸 漬 す る 再 生 水 を 繰 り 返
し 使 用 す る こ と に よ り 、 水 の 節 約 及 び 余 分 な 廃 液 を 低 減 す る こ と が で き る 。
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 か か る 第 の 態 様 で は 、 脱 硝 触 媒 を 乾 燥 す る 乾 燥 工 程 を 排 除 し て 排 煙 脱 硝 装 置 に セ ッ ト
す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 第 の 態 様 は 、 第 １ ～ の 何 れ か の 態 様 に お い て 、 再 生 し た 脱 硝 触 媒 の 触 媒 性
能 を 確 認 し た 後 、 前 記 排 煙 脱 硝 装 置 に セ ッ ト す る こ と を 特 徴 と す る 脱 硝 触 媒 再 生 方 法 に あ
る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 か か る 第 の 態 様 で は 、 再 生 し た 脱 硝 触 媒 の 触 媒 性 能 を 確 認 し 、 再 生 の 効 果 を 確 認 し て
使 用 す る こ と に よ り 、 脱 硝 性 能 を 確 実 に 維 持 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 第 の 態 様 は 、 第 １ ～ の 何 れ か の 態 様 に お い て 、 再 生 し た 脱 硝 触 媒 を 、 排 ガ
ス の 送 通 方 向 が 逆 転 す る よ う に 逆 向 き に し て 前 記 排 煙 脱 硝 装 置 に セ ッ ト す る こ と を 特 徴 と
す る 脱 硝 触 媒 再 生 方 法 に あ る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 か か る 第 の 態 様 で は 、 再 生 し た 脱 硝 触 媒 を 逆 向 き に 使 用 す る こ と に よ り 、 実 質 的 に 脱
硝 に 関 与 す る 部 位 を 前 回 の 使 用 状 態 と 変 更 す る こ と が で き 、 脱 硝 性 能 を さ ら に 高 く 維 持 す
る こ と が で き る 。
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